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プ トン とッ ォ ン カバ の 成仏観の 差異 につ い て

『五次第』 の解釈を通 じて

平岡　宏一

は じめに

　チベ ッ トにお い て秘密集会タ ン トラ の 聖者流は隆盛を極めた。こ れは 14世紀 に 活躍 した

二大学僧 プ トン （Bu　ston 　Rin　chen 　grub ，
1290− 1364） とツ ォ ン カ バ （Tsong 　kha　pa　Blo

bzang　grags　pa ，
1357− 1419）が こ の 流派を大変重要視 した こ とに よ る 。

　さ て共 に 聖者流を自認す る両者は究竟次第の テ キ ス トで ある 「五 次第』 （Paricakrama）に

つ い て の 注釈を残 して い るが 、 その解釈に大 きな相違点を見 い だす こ とがで きる 。 これまで

定寂 身、定寂心、幻身等の 各々 の 次 第に 関 して 両者 の 見解の相 違に つ い て は既に報告 した

（文献表参照）。今回 は両者の解釈 にお ける 「五次第 』 の後半 の 三 次第の 幻 身、 第四次第光明、

第五次第双 入 の 関係を取 り上げ、 両者の 見解の 相違点の 背景 にある両者の 成仏観 の違 い を浮

き彫 りに し、各々 の成仏観の 典拠に つ い て考察す る こ ととす る 。

1　 『五次第』 （P訪 cakr ∂m ∂）の構造

　 「五 次第』 の後半は
“

第三 次第幻身
”

の 達成　⇒
“

第三 次第幻身
t’

が消滅 し、
“

第四次第の 光

明
”

を達成す る　 ⇒
“

第五次第の 双入の 幻身の 出現
”

の 順で 展開す る 。 この こ とに関 して は 、

プ トン とッ ォ ン カ バ の両者 に とっ て も共通 の認識 とな っ て い る 。 また
“

第四次第の 光明
”

に

つ い て ツ ォ ン カ バ は 『五 次第の 明照 （rO 興 d 砌乞鞠 αi　po　dpαt　gsang　ba
’dus　pa　

’i　m αn 　nag

rim　pα lngα　rαb　tu　gsal　ba
’i　sgron 　me

，
　R工GS ）』 の 中で

「有学の道 に お い て大楽智が真実性

の意味を直接に悟入 した勝義の光明」 （80b2−3）（1）と述べ 、
“

空性を直観的に理解す る聖者の

三昧智
”

と して い るの で あるが、プトン も 「光明 とは、即ち甚だ明瞭で つ ねに 顕現す る特徴

を持 つ 勝義諦自体 の特徴 を智慧の 眼で見 るこ とで あ る 。 その ように
一切空そ の もの を直接に

〔悟入〕して （後略）」 （RNMKH ，
17b3）  と して お り、第四次第の 光明を、

“

空性 を直観 的

に理解す る三昧智
”

とす る点で は同じで ある 。

2　第三次第の幻 身と第五次第の双入の 幻身 につ いて の プ トン

　　とツォ ン カバの主張

　プ トン とツ ォ ン カバ の両者 の見解が 最 も異 なるの は第三次第の 幻身 と第五次第の 双入の 幻

身の 関係 に つ い て で あ る 。 両者の 見解を見て い こ う。

一89一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Tlbetan 　Studles

一 プ トン とッ ォ ン カバ の 成仏観の 差異に つ い て一

L　 プ トンの主張

1．1　 第三次第幻身の 内容

　まず 、 プ トン で ある 。 プ トン は第三 次第の 幻 身説の 特徴 を次の ように 述べ る 。

知るべ き事 とは 《三 界すべ て は幻の 如き身 ， 大持金剛の 自性 と知る》事で あ り， 捨 て る

べ き事 とは 《幻の 如し と知 らずに事物を実体 〔あ り〕 と執持 して業 を積み輪廻 に漂流す

る》 こ とで あるか ら，それが捨 るべ きもの で ある （RNMKH ，
9b4−5）（3）

。

そ して 以上の ような立場か ら、 幻身を達成す るた め の 有効な方便 と して 「不浄の 幻 」 と 「清

浄な幻 」 の 二 つ を説 く （RNMKH
，
11a7−12a2）。 概 略は 以下の よ うで あ る 。

不浄の 幻

汚れて い な い 鏡に 自分の影像を映 して 、 その 影像 と自分が
一

つ とな っ て 自身を影像 の如

しと思念 し、やが て すべ て の もの も影像の 如 く一味で ある と信解する 。

清浄 な幻

次に持金剛 の姿を鏡に映 しそ の 影像 と自分が
一

つ とな っ て 自身 は持金剛な りと信解 し、

次 に全て の 存在が持金剛の 影像 と信解す る 。

　以上の 内容は 、 先の 幻身の特徴 と相応す る内容 とな っ て お り、
“

不浄の 幻
”

は 幻身の 特徴の

「捨て る べ き事」 と、
“

清浄な幻
”

は 同様に 「知 るべ き事 」 を達成す るため の 行 とい う構造 に

な っ て い る 。

1．2　 第三 次第の幻身の消滅

　次 に第三次第 の 幻身の 消滅 に つ い てで ある 。 プ トン は次 の よ うに説 く。

口訣の要所を備え て い る者は 、 中有 〔の 時、こ れが〕中有 であ ると認識す るもの となる 。

　 　 　 ル ン

中有の 風 と心か ら出来た幻 の 如 き こ の 身を、
“

総持
”

と
“

随滅
”

の 二 つ の禅定 の い ずれ か

をす るこ とで 光明 に 入れ る （RNMKH ，
16b3−4）（4）

。

　 随 滅 （anubheda ） と 総 持 （pipda　 grEha）。 こ の 二 っ の 禅 定 は 、

『 五 次 第 』 や

0 α瑠 伽 ε」  醜 αpmd 卿 （CMP ）に も 紹 介 さ れ て い る が （Pan
”
cakrama

，
　 Mimaki ＆

Tomabechi　1994
， （Abhisambodhikrama ，

　k．25− 27）；CMP ， 88b4−5）、プ トンが想定 した

内容 は次 の よ うな もの で あ る 。

“

随滅
”

（anubheda ）

如幻 の 三摩地 に よ っ て 堅 固 ・動、   器 〔世 間〕 と有情 〔世間〕すべ て は幻の如 し と見て 、 そ

して その こ とに気を散 らさずに 〔集中 して 〕い ずれ も見 な い 方法で空性 と分別 した こ とで そ

の す べ てが順 に光明 に 消えて しまうこ とが
“

随滅 ”
の禅定で ある （RNMK 且

，
17b4 − 5）（5）。
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“

総持
”

（pmda 　gr5ha ）

  自他の堅 固 ・動、 三 界
一

切が大持金剛の 身、幻の 如 き身一
つ と見る 。 そ

「
して その こ と に一

心に集中して気 を散 らさずに分別 した こ とで 、 〔幻の 如 き〕身それ 自体が 光明 、 即ち雲
一

っ

無い 虚空 の 如 くに な っ た こ とが
‘

総 持
”

の 禅定で あ る （RNMKH ，
17b5 −7＞（6）

。

　下線部    を見て わ か る よ うに プ ト ン の 想定した禅定 は
、

“

随滅
”

は 「不浄の 幻」 で観想 し

た内容、
“

総持
”

は 「清浄 な幻」 で観想 した 内容を光明に入れ、第四次第の 光明を達成する と

い うも の で あ る 。

1．3　 第五 次第の 双入の 幻身の達成

　プ トン は第三次第の 幻身を
“

総持
”

と
“

随滅
”

の 禅定で光明に 引き入れて か ら、光明 より第

五次第の 双入 の 幻身を達成する まで の 過程 に つ い て 次 の ように述べ て い る 。

“

双入 の 身体
”

を起 こ そ うとす る信念 を先 か ら持 っ て 二 つ に禅定に よ っ て 幻身を光明へ

入 れ る こ とを観想す る べ き で あ る
。 観想 した こ とで （中略）光明を証得す るこ とに等

引し続ける 。 〔そ の こ とで 〕幻 を光明の 火で 浄化 して か ら、 先の 信念が 原因 とな っ て 想

念 を回復する 。 そ して三 摩地 に よる瑜伽 に よっ て 逆行の 三 顕現 （顕明 ・ 増輝 ・近得）の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

〔智慧 とその 〕智慧の風 を伴 っ た もの か ら
‘

双 入 の 身体
”

を、 水面か ら魚が 飛び出す格好

で 起 こす もの とな る （RNMKH ，
16b4− 6）

（7）。

　光明を達成 して そ こ か ら
“

双入の 身体
”

を必ず起 こ そうとい う信念 を持 っ て い た行者 は、

光明を達成 した 直後 、 信念の 力で 光明 よ り
“

双入 の 身体
”

を起 す とプ トン は主張す る 。 こ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

“

双入の 身体
”

は文中に 「三 顕現 （顕明 ・増輝 ・近得）の 〔智慧とその 〕智慧の 風 を伴 っ た も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タレン

の か ら」 とあ る こ とか ら、 智慧 、 即 ち意識 と風で 出来た幻身で あ ると思われ る 。 プ トン は別

の 箇所で 「中有の 双入受用身 （bar　do　zung 　
’jug　longs　spyod 　rdzogs 　pa

’i　sku ）」 （RNMKH ，

19b4）と述 べ 、この 段 階で
「再生 の変化 身をも っ て衆生利益 を なす も の とな る （skye 　ba

sprul 　pa
’i　skus 　sems 　can 　gyi　don　byed　par

’

gyur　ro＞」 （RNMKH ，
19b4−5）として変化身

を流 出 して衆生済度を開始す る とす るの で あ る。

　プ ト ン の 成仏階梯で は光 明を達成す る こ とが行 の 眼 目で 、第 四次第の 光 明を達成 した ら 、

前もっ て の 信念の 力で 自然 に第五次第の 双入 の 幻 身は達成で きる とする の で あ る。

　以上纏め る と次の よ うにな る。

・ プ トン の 想定 した 第三 次第の 幻 身か ら双 入 の 身体 まで の 移行過程第三 次第 の 幻身 の 観

想 で三界すべ て を幻 の 如き身、大持金剛の 身 と観想　⇒ 中有 に おい て
“

総持
”

と
“

随滅
”

の 禅定に よ り第三次第の 幻身 を光明 に 引入 し、 光明を達成　⇒ 光明達成前に強 く思 っ て

い た信念の力 で 、 光 明よ り双入 の 受用身を起こ す
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L4 　 プ トン説の 典拠

　次に プ トン 説の 典拠で あ る 。 プトン は い ずれ も自説の 典拠に つ い て全 く言及 して い な い
。

しか しイ ン ドの 典籍に説かれ る学説の
一
部を継承 して い る と思われ る箇所 が多々 見受 けられ

る。 以下は プトン の 説 との 関連性が 窺われる箇所で あ る 。

1．4．1　 第三次第の幻身観の典拠

　プ トン の 説で は第三 次第の幻身はすべ ての もの を幻 （不浄の幻）、あるい は大持金剛の影像

（清浄 な幻 ）と心 の 中で観想す る内容 とな っ て い る。 これ との 関連 が想起 され る の は CMP

に 対す る シ ャ
ーキ ャ ミ トラ （甑 kyamitra）に よ る複注 0 α卿 伽 e 置  αたαpm 吻 α 扼 常 α婦 δ

（CMPT ）の 次の 箇所で ある 。 第三 次第の 幻身に つ い て論じて い る箇所 で あ る 。
　 CMP の 本

文 と併せ て 見て み る こ と としよ う。

CMP の 本文

（中略） 「  自らの 心 を正し く如実に こ とご とく知る」 とい うこ とは、  諸々 の蘊 ・界 ・

処 はな く、   智慧だ けに よく顕現 す るものだ けに よっ て全て の相 を備えた尊の 身として

認識され た彼の もの もまた、幻 と夢などの 十二種の 譬えで よ く象徴されて い て 、これは

諸仏の意の 自性の 身体で ある 〔とい うこ とで ある〕（CMP ，
　94b2− 4）（8）。

シ ャ
ーキ ャ ミトラの CMPT

  「自らの 心 」 とは 、 自らの 智で あ っ て 、 （中略）
「如実 に 」 と は 、 どの よ うに存在す

るか 〔とい うこ とで ある 。 〕それを 「こ と ごと く知 る」 とは、無 知で はない こ とで ある

（CMPT
，
71b1− 2）（9＞。

  「諸々 の 蘊 ・界 ・処は な く」 とは、自性空の ゆえで ある （CMPT ，
71b2）

（10）
。

  「心 （智慧）だけに顕現す る」 とは、否定 〔対象〕を述べ たの で あっ て 、〔心だ けに 顕現

するの 〕で は ない こ とを否定 した の で ある 。 その 心に どの よ うに顕現す るか とい えぼ 、

一
切 の 相 を具足 した 尊身 を顕現す るで あ り、点などの 相か ら想起 した り、順 に 三十二 相

八十種好で飾 られた尊身を起 こす こ とをそ の ように い うの であ る（CMPT ，
　71b2−4）

（11）
。

　シ ャ
ーキャ ミ トラは    は空性の理解を意味す るとし、   で 第三 次第 の 幻身を自性空の 理

解 を伴 う心の 中で の 尊身の 観想 と限定 し、心以外に 顕現す る こ とを明確 に 否定 して い る 。

　ちなみ に プ ト ン は 、 シ ャ
ーキ ャ ミ トラを 「

〔『五次第』 の うち〕第二 次第は シ ャ
ー

キ ャ ミ

トラが お 書 きに な っ た 」 （GSTY ，
32b3−4）（12）とする立場で あ っ た の で 、『五 次 第』 の 筆者

の
一人で あ る シ ャ

ーキ ャ ミ トラ の 解 釈 は絶対 で あ っ た と思 われ る 。 他 に ナ
ーガボーディ

（NEgabodhi）P α伽 αんr跏 η α雌 απ ｝α臈η弼 δ （PKTM ） とヴィ
ール ヤ バ ドラ （VTryabhadra ）
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P απc醜 勉 瓰 αpα吻油翻 んαp   δんδ8α （PKPP ＞も第三 次第の 幻身を心の 中だ けの 顕現 とす る立

場を取 っ て い る（13）。

　以上の こ とか らプ トン の 第三次第の 幻身の 解釈は これ らイ ン ドの
一
部の 学匠た ち の 学説を

継承 して い ると考え られ る。

1．4．2　 第五次第の双入の幻身観の典拠

　次 に第五 次 第の 双入の 幻 身観 の典 拠で あ る 。 これ に 関 して は先の ナーガ ボーデ ィ 作 の

PI〈TM の 以下の箇所が 関連 を想起 させ る 。

光明 は
“

因
”

で ある。 それ （光明）か ら身体が 出生 するゆえに。 自加持 は
“

果
”

で ある 。

それ （自加持）は それ （光明）か ら出生 するゆえに （PKTM
，
117b5）（14）

。

「幻身 は （中略）香食の 有情」 と言われ るの は、身体の 籠を捨て て 全 て の 根 〔識〕が揃 っ

た他の 体を獲得す るの で ある 。
こ こ で幻 の如き身にお い て 〔通常の 五 〕蘊 の 分別 を縁

じな い ゆ えに 香食の 有情そ の もの で あ っ て 、香食 の 有情 と幻身 に違い はわ ずか もな い 。

（中略）そ の 智慧の 身は
一
切空性の 真実性 より出生 したので ある（PKTM ，

　120a5 −b2）（15）。

　プ トン は この PKTM をナ
ーガボーデ ィ の 作で は な く、偽作で あ る として い る （

＊＊＊＊

37a1−2）。 その 根拠は吉水千鶴子博士 が ご指摘の ように （吉水 1988
，
456＞、空性の 解釈が 唯

識的で あるこ とが 原因で はない か と思われ る 。 しか し実際、全て の もの を智身の 顕現 と見 る

観想 を幻身と定義して い なが ら、光明、即 ち
一

切空か ら、肉体 を離れて智身が 出生する とい

う PKTM の 構造 は まさに プ トン 説 の原型 とい え、プ トン の 解釈もこ の延長線上に ある と思

われ る 。

　また他に ア バ ヤ ーカ ラグプタ （AbhayEkaragupta）の 5”αd痂5地醜 畝 r跚 op αde5α （SAK ）

はチ ャ クラサ ン バ ラ関係の 典籍で あるが 、 これ に もプ トン と類似す る と思われ る以下の 記述

が見 られ る 。

“

随滅
”

の 次第に よ っ て
、 鏡 に 息を 吹きか けた際に 〔端 か ら徐々 に〕消滅 して い くよう

に
、 第十地の 自在者で あ る幻 身は 、 第十

一
地 に おい て 〔二 〕障 と伴 う住所 を転変す る本

性で あ る光明 に入 っ た こ とをよく示 したので あ る 。 （中略）所化の 福徳 と 〔行者〕自身の

祈願をな した 〔力〕に よ っ て 、 瞬時に （中略）大楽の 自性、大悲の 本性に よる双入の 受

用身を、流れ を断 つ こ とな く大量の 様 々 な変化身 として虚空 の範囲を満た して 利他を正

しく成就す るもの となる （SAK ，
250b7−251al ）（16）。

　こ こ で ア バ ヤ ーカ ラ グプタは双入の 受用身を起 こす因を、
「所化の福徳 と 〔行者〕自身の

祈願 をな した 〔力〕に よ っ て 」 と述べ て い る点 もプ トン説 と大変類似 して い る 。 また
“

幻 身
”

とい う語句の 使用 をあ くま で 光明 を実現す るまで に 限定 し、 光明を実現 した後に出現 する第

五次第の 幻 身に っ い て は、
“

双入受用身
”

と呼ん で 区別 して い る 。 プ トン もまた 第五次第の
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幻 身を
“

双入の 身体
” “

双入受用 身
”

と呼ぴ、第三 次第の 幻身 と区別 して い るが 、こ れ は第三

次第で想 定 した幻身の 内容 と第五次第の 想定 した幻 身の 内容が 余 りに もか け離れ て い るた

め、名称を使 い 分けた と考え られ る 。 こ の よ うに プトン は アバ ヤーカラグプタの影響を強 く

受けて い ると思 われ る。

2． ツ ォ ンカバ の 主張

次 に プ トン の 説 とはかな り相違する ツ ォ ン カバ の主張を見て い こう。

2．1　 第三 次第の幻身説の特徴

　ッ ォ ン カバ は第三次第の 幻身 に つ い て次の ように説 く。

その 時光明を現出す る の は死ぬ際の 順序の ように で ある。（様 々 な光景が現れて ）最後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

に ， 古い 粗い 蘊 （元の 肉体）よ り （体外）離脱 して風 と意識 だけで 中有 を成就 するよ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

に
， 光明の 最後に

， 風 と意識だ けか ら幻身を成就 しな くて は ならな い こ とを知 るの で あ

る　（RIGS ，
57al− 2＞（17）

。

　ツ ォ ン カバ は第三 次第の 幻身の 段階で、死 ぬ 際に 中有の 身体が元の 肉体 を離れ て成立する

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

よ うに
、 死ぬ 時と同 じよ うな光明 を作為的に 現出し 、 意識 と風だ けで 出来た幻 身を実際に 体

外離脱 して成就する もの と考えて い た 。

　そ して こ の ような幻身が第三 次第の 段階で必要 とす る理由を次 の ように述 べ て い る 。

無上 〔瑜伽〕の 道で
一

生 の うち に成仏する の で あれ ば 、 また 身体が 成立 した 時か ら （生

まれ た時か ら）相好に よっ て 飾 られた身体 を得 な くて は い けない と説かれて い る こ とは

ない
。 したが っ て有学の道 で相好 に飾 られた身体を獲得 しない な らば また、〔色身の 〕

同類因が ない ゆえに突然に身体の 状態が変化す るこ ともない の で ある 。 それゆ え究竟次

第の有学 の 道 〔を学 習する〕時点か ら相好で 飾 られた身体 を獲得 しな くて は な らな い
。

こ の 異熟の 粗大な身体を本尊の 瑜伽で 観想 した こ とで は、相好で 飾 られた 身体を生起す

る こ ともな く、 生起次第 の 時点 と同様 に 智慧で本尊の 身体を観想 しただけの 身体によ っ

て も 〔色身の 同類因を〕満足 しない ゆえにそれ らとは別の 相好で飾 られた身体 を得 た特
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル ン

別 の 本尊瑜伽が必 要 とな る 。 そ の 質料因 は また風 よ り他には な い ゆえ に、風か ら幻身 を

成就す る方法が どうして も必要なの で ある （RIGS ，
56a5−b3）（18）。

ッ ォ ン カバ は光明を獲得するだ けで は不十分で 、受用身の 同類 因 となる身体を獲得する こ

と無 しに 成仏は あ りえな い とした
。 そ して 尊身の 単な る観想だけ で は受用身の 同類因 とはな

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ルン

らず、第五 次第の 幻 身と同様の 、風 と意識で 出来た幻 身を第三次第の幻身 として必要 と想定

した の で ある。
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2．2　 第三次第の幻身 と第五次第の双入の幻身の 違い

　次 に第三次第の幻身 と第五次第 の双入の 幻身の 違い に つ い て は 、 次の ように述 べ て い る 。

有学 の 双入 の 幻身を獲得 して 以降は そ の 同類 〔の 流れ 〕を絶 つ こ とが無 い ゆえ に 、
“

実

体に住 して い る もの
”

と い うの で あ っ て 、
“

金剛身
”

とい う典型的条件 も備 えて い る 。 第

三 次第の幻身は勝義の 光明 を実現 した ら 、 消え て い くの で あ るか ら、
“

金剛身
”

と説 か

れ て い るけれ ども、典型的条件を備え て い ない ゆえに 前者 （有学の 双入 の 幻身）の よう

に は存 在 して い ない こ と を考慮 して
“

瑜伽行者 の想念上に存在す る智身
”

と呼ぶ な ら、

矛盾は無い の であ る （RIGS，215a3−5） （19）
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

　こ の よ うに第三 次第の 幻身 と第五次第の双入 の幻 身の 違い に つ い て は 、 ともに意識 と風だ

けで 出来た幻身を実際 に体外離脱 して成就す る もの で ある こ とに は変わ りない とし、第三次
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ルン

第の 幻身は 分別智とそ の 風を親因 と して 成立するため 、 第四次第の 勝義の 光明 におい て 消滅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

するが 、第五次第 の双入 の幻身は無分別智 とその 風 を親 因 として成立するた め その まま仏の

色身 へ と流れ を絶つ こ とな く移行 して い くもの とした 。 こ れ に つ い て は既 に 発表 して い るの

で （平岡 1996）、こ こ で は概 略を述ぺ るに止 め る。

2．3　 ツォ ン カバ 説の典拠

2，3．1　 第三次第の 幻身観の典拠

　　ッ ォ ン カ バ は 自説の 第三 次第 の 幻身の典 拠と して 、 先の プ トン説で紹介 した CMP の 箇

所 を以下の ように解釈 して い る 。 先 と重複す るが 、CMP の 該当箇所 を示 して か ら、ツ ォ ン

カバ の解釈を見て い くこ とに しよう。

CMP の 本文

  「自らの 心を正 しく如実 に こ とごと く知 る 1 とい うこ と は
、   諸々 の 蘊 ・界 ・処 は な

く、   智慧の み に よ く顕現する もの の み に よ っ て 全て の相を備えた尊 の 身 として認識さ

れた彼の もの もまた 、 幻 と夢な どの 十二 種の 譬 えで よ く象徴 されて い て 、 これ は諸仏の

意の 自性の 身体である 〔とい うこ とで ある〕。

  「心 を如実 に 知 る とい うこ と」 は定寂心で あ り  「蘊 ・界 ・処 に おい て は存在 しない 」

　 　 　 　 　 　 　 ル ン

とは、定寂心の 風 と心だ け以外の 他の 身体か ら幻身を成就 しない とい うこ とで ある 。

  〔
「
智慧 《の み 》に よ く顕現す るもの 《の み》」 とある〕前者の 「の み 」 は分別 〔智か

ら幻 身を成就 す るこ と〕、後者 〔の
「
の み 」〕は 〔肉体な どの 〕粗大な蘊 か ら 〔幻身 を〕

成就 す る こ と否定 したの で ある 。 定寂心 の 智慧の みか ら、 相好 を備えて い て十二 の 譬え

で象徴 され る幻身を成就す ると い う 〔意 味〕で ある （RIGS ，
211a6−−b2）

（20）。
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　ッ ォ ン カバ は下線部  は定寂心 を指す とし、   で 「蘊 ・界 ・処に お い て は存在 しない 」 と

　 　 　 　 　 　 ル ン

は
、 定寂心の 風 と心 以外の 幻 身の 成立要素を排除 した と解釈 して い る 。 特に   で は

「
後者

〔の 「の み 」〕は 〔肉体な どの 〕粗大 な蘊か ら 〔幻 身を 〕成就す る こ と否定 した 」 と して 、先

に心の 中で の尊身の 観想 と限定 した シ ャ
ーキ ャ ミ トラ とは全 く異なる解釈を施 して い る 。

2．3．2　 シ ャ
ーキャミ トラの扱い

　次 に以上 の よ うな ッ ォ ン カ バ の解釈 は 、 プ トン 説 は言 うに及 ばず、シ ャ
ーキ ャ ミ トラの 説

とも矛盾す るが、これ に つ い て 考えて み よう。 まずツ ォ ン カ バ は 『五 次第』 とシ ャ ーキ ャ ミ

トラの 関わ りに つ い て次の ように述べ る 。

で は第二 次第 は シ ャ
ーキ ャ ミ トラが 著され た とい う説明を ど う考え るか とい えば 、 （中

略）前半を聖者が お書きにな っ た残部をシ ャ
ーキャ ミトラに命 じて 書かせ た の で はない

か と思 う （RIGS ，
25a4 −25b2 ）（21｝

。

しか し同時 に 次の ように も述べ て い る 。

シ ャ
ーキ ャ ミ トラ阿闍梨が お書 きになっ たもの に つ い て 、第二 次第の 著作の様子は 〔す

で に 〕説明 し終わ っ たが 、 CMP の 注釈をシ ャ
ーキャ ミ トラが お書 きに な っ た とい うの

は 、 そ の 阿闍梨 と名前が 同じなだ けとす るの が適当で ある 。 聖者の 弟子シ ャ
ー

キ ャ ミ ト

ラで あ る とする の で あれ ば、 〔それ は〕絶対に 違 うの で ある （RIGS ，
27a4− 5）（22 ）

。

　こ の ように ッ ォ ン カバ は シ ャ
ーキャ ミ トラを 阿闍梨と い う尊称で 呼び、『五次第 』 の著者

の
一

人 と して 尊敬を表 しなが ら、 CMP の 注釈の 著者 は い わば同姓同名の 別人 と断定する の

で ある 。

2．3．3　 幻身説の典拠の 限定

　ッ ォ ン カ バ は 自説の 幻身説の典拠に つ い て 次の ように述 べ て い る。

「幻身は ラマ の 口訣だ けか ら知 らな くて はならない 」 とい う際の 口訣の 究極の もの は 『五

次第』 と CMP の 2つ で あ る 。 さ らに また 『五次第 』 で不 明瞭 〔な箇所 〕は、　CMP に

明瞭 に 示 して い るか ら、CMP か ら理解 しな くて は ならない
。 （中略）主要 な意 味はそれ

ら （『五次第』 と CMP ）か ら理解で きるの で あ っ て 、〔2 つ の 〕典籍に よ っ て示 され た

だ けの 意 味をよ く理解すれ ば、口訣の 重要な要点な どを錯誤するこ とは ない。 しか しそ

の 努 力を長 くなさずに、他の 瑣末な口訣に努力す るな らば、 「ラマ の 口訣 よ り知 らね ば

な らな い 」 と述べ られた口 訣の 要点の ほんの 一面を見て も 〔理解するに は〕至 らな い と

思 えるの で あ る （RIGS ，
207a5 −207b2 ）（

23 ）
。

　ツ ォ ン カ バ は こ の よ うに 自身の 幻身説の典拠 をほぼ 『五次第』 と CMP の 二 つ に断定 し、

特に
「さ らに また 『五次第 』 で不明瞭 〔な箇所〕は 、 CMP に 明瞭に示 して い るか ら、

　 CMP
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か ら理解 しな くて はならな い 」 とし、 CMP を自説の 最大の 典拠 として い る 。 そ してそれ 以

外の シ ャ
ーキ ャ ミ トラの CMPT を始め 、他の 『五次第』 関係の典籍の 主張を否定 して い る。

こ れ は 先に プ トン の 幻身説が 様々 なイ ン ドの 学匠の 説を典拠に成立 して い る こ とと比較 して

大変対照 的で ある。

まとめ

　プ トン は第五 次第の 双入 の 幻身
“

双入 の 身体
”

を 「三 顕現 （顕明 ・増輝 ・近得）の 〔智慧
　 　 　 　 　 　 　 ル ン

とその 〕智慧の 風 を伴 っ た もの か ら」
「水面か ら魚が 飛 び出す格好で起 こす」 とした。即 ち

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

第五次第の 双入 の幻身は意識 と風で 出来た身体 とし、 この 身体が基 とな っ て 変化身を流出す

る としたの で あ る 。 こ の 説はイ ン ドで 既に主張され て い た もの で あ り、第五次第の双入の幻

身説 と して は
一

般的な もの で あ っ た と思われ る 。

　そ して ツ ォ ン カバ もまた こ の 説 に準拠 して い る 。 プ トン とツ ォ ン カ バ の説の 特徴的相違点

は成仏の あ り方で あ っ た 。 プ トン は第四次第の 光明を達成すれ ば、前か ら強 く持 っ て い た信

念の 力で 自然 に光明か ら第五 次第 の 双入 の 幻身が 出現す る と考えた。これはイ ン ドで も見 ら

れた アバ ヤ
ーカ ラグプタやナ

ーガボーディ 等の主張 と類似 して お り、プ ト ン説はイン ドの 伝

統的解釈の
一

つ の 延長線上に ある と考え られ る。これ に対 しツ ォ ン カバ はプ トン の説 で は双

入の幻 身を獲得 するため の 同類因が不十分で ある と考えた 。 ッ ォ ン カ バ の 直弟子ケー トゥ プ

ジ ェ （mKhas 　grub　dGe 　legs　dpal　bzang
，
1385− 1438）は ツ ォ ン カ バ の 立場を次の よ うに代

弁して い る 。

そ の 〔第五次第の 双入 の 〕身は同類因無 し に 生じ る こ と は理に適 っ て い ない
。 ゆ えに い

か な る同類 因か ら成立す るの か 、（中略）これ 〔有漏の 肉体〕を捨 てて その受用身を成

就する仕方は どの よ うに なすか等を 良く知 っ てか らそれ らの 道を成就 しな けれ ばな らな

い
。 そ うで なけれ ば勝者 の 身体 を荘厳 する基 が何 もない

。

「心 を楽で鮮明 な無分別 に 置

く状態だ けを習熟す る こ とで 倶生の 智慧、法身 を実現 して 成佛 す るな り」 と言 うな ら

ば、 相好や受用身 ・変化身な どい ずれ も無い 法身の みの 衆生の 体を持 つ 佛 とい うもの を

認めなけれ ばな らない （KGG
，
3b7−4a2）（24 ）

。

　この よ うな立場か ら ツ ォ ン カ バ は双入 の 幻 身の 原型 とな るもの が 第三 次第の 幻身 と位置づ

け、 これ を成就す る事無 しに は第五 次第の 双入の 幻 身、ひい て は受用 身は達成 で きない た

め、成仏 はで きない としたので あ る 。

　こ の よ うに両者の成仏観は全 く異な る もの で あ っ た が 、ツ ォ ン カ バ の 説 は彼 の オ リジ ナ

ル の 説で あ っ た の で あろうか 。典拠 を 『五 次第』 と CMP 、特 に CMP に 限定 した の で あ る

が、ツ ォ ン カバ が主張す る第三次第 の幻 身説が実際 、 CMP に説かれて い るか 否か に つ い て

考えて み た い
。 以 下は い ずれ もツ ォ ン カ バ が 自らの 幻 身説の 典拠 として 指摘 し て い る箇所 で

ある 。

い ずれか顕教な どの 理趣 を学ぶ者や 、 生起次第に住 して 観想 する者た ち も
一
切法を幻 の
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如 し夢 の如 し影像の 如 し と譬え を述べ て 強 く信解 して も、それ らを譬え として 自加持 の

口訣 、 智慧の み に よる意の 自性の 尊身を円満す る こ とを知 る者 とは な らな い の で あ る

（CMP ， 96a3−5）（25）
。

　この意識 もまた初め に
‘‘

死
”

の 身体の 自性 （本性 ）を捨て て 、 それ （意識）で で きた

姿となるの で ある。その ように 凡夫 には中有 とい う輪廻 の 因 とな る 。 それ 自体が ラ マ の

相伝 に よ り一切 如来の ロ 訣を備 えた者に お い て は 自加 持 とい うもの に 、
い ずれか壁布

の 模様が鏡の 中に よ く現れ る よ うに金剛身の 本性に よ っ て 自身 を変化 させ るので あ る

（CMP ，
96b8− 97a2）（26＞。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ン

　他 に ッ ォ ン カ バ は ナ
ー

ロ
ーパ の P 砺 cα  鵬 αεαηL9励 αprα梳 ゴα （PSP ，

　277a2−3）の 「風 と

心 だ けか ら生 じた 　幻身は顕現 と伴 う」
（27＞との 箇所 を自説の 典拠に引用 して い るが 、これ

らは い ずれ もッ ォ ン カ バ の第三次第の幻 身説を彷彿させ るもの で ある。 したが っ て ッ ォ ン カ

バ の 説自体も彼の オ リジ ナル で は な く、イ ン ドか ら用い られて い た解釈であっ た 可能性 も十

分 に考え られ る 。 この 問題 に関 して は今後さ らに検証 して い きた い 。

略号表

CMP 　 Aryadeva 　 Caryamel  ak αpradipα （sPyod 　pα わ5ぬ 8　pα
，i　sgron 　ma ）．　TDhoku 　No ．1803．

　　　　sDe 　dge　ed ．　bstan ，

gyur ．　rGyud ，　ngi 　57a2− 106b7．
　　　　ノ
CMPT 　S乱kyamitra．σα r謳 m εε腐pα南αpm 羸pα幅 m α 雄δ （5∫

）

yod　pa　bsdus　pa
，i　sgron 　ma 　zh ε s 吻 α

　　　　ゐα   宮α cher 　b5んα己pα）．Tbhoku 　No ．1834．　sDe 　dge　ed ．　bstan，

gyur．　rGyud
，
　ci　237b正一

　　　 　280b2。

KGG 　　mKha8 　grub　dGe　legs　dpal　bzang．　 rayud 仇 α7η5 αad 　kyi　T　lyα‘po   al 　g5α几 g うα
’dus

　　　 pα
，

壼bskyed幅 π轟 伽 go8　grub　rpya盂3んα Tohoku 　No．5481．　Zhol　ed ．　（ja）．

PKPP 　V重ryabhadra ．　 P α亢cαたπ lm αpα吻ゴ鳶σT ‘んαprabんσ5 α 〈Rim 　pα lnga　pα
，i 〔疏α

， ’

grel　don　gsal
　　　　ba）．Tohoku　No．1830．　sDe 　dge　ed ．　bsta皿 ，

gyur，　rGyud
，
　ci　142b7−180b3．

PKTM 　N 矗gabodhi．　 P α充cα鳶  m α夛硫 α π じα幅隅 配σ （Rim　pα ‘πgα pa
，iδ5んαゴ pα nor 　bu ，

奩phreng

　　　　bα）．Tohoku 　No ．1840，　sDe 　dge　ed ．　bst跏 ，

gyur．　 rGyud
，
　chi 　14a6 −157a7 ．

RISG　　Tsong　kha　pa 　Blo　bzang　grags　pa．　rGyud 麹乞rgy α1　po　dpal　gsαng 　ba ，dtss　pα　
’i　m α n 　nag

　　　　短mpa 　tnga　rab 　tu　gsal　bα
，i　sgron 　me ．　Tohoku 　No．5302．　Zhol　ed ．（ja）．

RNMKH 　Bu　ston 　Rin　chen 　grub．　dPat　g5απg　bグ dus　pai 耐 zog5 幅π L 短 m 　lnga，

唇dmarkhrid 　kyi
　　　　m α几 ngag 　yid ゐz ん伽 nor 　bu 短 π po　cんe

，i　la 　ma 彦qg，　Tohoku 　No ．5082．　Zhol　ed ．（tha ），

SAK 　 Abhay 諷 ragupta ，　Svadん瞬ん伽 αんγαπ己op αdε5α （Rang うyin　g脚 占r励 pα
，

盛rim　pa　
’i　man

　　　　π gαg），Tohoku 　No ．1500．　sDe 　dge　ed ．　bstan ，

gyur，　rGyud
，
　zba 　250a7 −251b1．

GSTY 　Bu 　ston 　Rin　chen 　grub ．　dP α 1　gsang δα
，

伽 5　pα
’i　ngyud

，

grel　gyi　bshad 抗 αわ5 吻ゴyan ’αg
　　　　gsang　6α 7

壼5go
，byed．　Tohoku 　No ．5075．　Zhol　ed ．（ta）．

PSP 　　Naropa ．　Pafionkramasαηtgrahaprnka
−
s
’
α （翫 m 　p α ‘ng α bsdus　pa　gsal 西α）Tohoku　No．2333．

　　　 sDe 　dge　ed ．　bst 
，

gyur．　 rGyud
，
　shi 　276a7−278a7 ．
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注

（1）RIGS
，
80b2−3： slob 　lam　du　bde　ba　chen 　po

，i　ye　shes 　de　kho　na 　hyid　kyi　don　la　mngon

　　sum 　du　zh   8　pa
，i　don　dam ，

od 　gs瓠．

（2）RNMKH ，17b3；
，
od 　gsal　ba　ste 　shin 　tu　gsal　brtag　tu　snang 　ba，i　mtshan 　nyid 　can 　don

　　dam　pa
，i　bden　pa　rang 　gi　mtshan 　nyid 　ye　shes 　kyi　mig 　gis　mthong 　ngo ！de　ltar　thams

　　cad 　stong 　pa 　nyid 　ningon　sum 　du　byas　nas ＿

（3）RNMKH ，9b4−5： shes 　bya　ni ！  ams 　gsum 　po　thams 　cad 　sgyu 　ma 　lta　bu ，i　sku 　rdo 　rje

　　
，
chang 　chen 　po

，i　rang 　bzhin　du　zhes 　par　bya　ba　yin　la！spang 　bya　ni ／sgyu 　ma 　lta　bu

　　ma 　shes 　nas 　dngos　par　bden　par　bzung　bas　las　bsagS　te ，khor　bar ’

  yams 　pa　yin　p 囎 de

　　spa 皿 g　par　bya　ba ，

玉phyir　ro ／1
（4）RNMKH

，
16b3 −4： gdams 　ngag 　gi　gnad　dang 　ldan　pas　bar　do　la　bar　dor　ngo 　shes 　par

　　gyur　ba　dang ！bar　do　rlllng　sems 　las　grub　ba ，i　sgyu 　ma 　lta　bu，i　sku ，di　ril　por ，dzin　pa

一99一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

プ ト ン と ッ ォ ン カ バ の 成仏観 の 差異 に つ い て

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（12）

（13）

dang ！rjes 　su 　gzhig　Pa
，i　bsam 　gtan　gnyis　gang　yang 　rung 　bas ，

od 　gsal　du　bcug　ste ／

RNMKH
，
17b4−5： sgyu 　ma ．1ta　bu，i　ting　nge 　

’dzin　gyiS　brtan　g−yo　snod 　bcud 　thams 　cad

Sgyu　ma 　lta　bur　mthong 　ba　de　nyid 　la’　ma 　yengs 　par　cir　yang　mi 　lta　ba，i　tshul　gyis　stong

pa　nyid 　du　brtags　pas　de　thams 　cad 　rim 　gy 
，
od 　gs副 du　dengs　pa　ni　rj　es　su 　gzhig　pa ，i

bsam 　gtan　yin　la／

RNMKHI ，　17b5−7；　dag　gzhan　brtan　g−yo　khams 騨 m 　pa 　th  s　c曲 do 巾
，
chang 　chen

po
，i　sku 　sgyu 　ma 　lta　bu，i　sku 　gcig　tu　mthong 　ba　de　nyid 　la　rtse 　gcig　tu　bzhag　ste 　ma

yengS　par　brtags　pas　sku 　de　nyid 　lod　gsal　sprin 　med 　pa
，i　nam 　mkha

，

　Itar　gyur　ba　ni　ril

por
，dzin　pa

，i　bsam　gtan　te ！

RNMKH
，
16b4−6： zung 　

’jug　gi　SkUr　ldang　bar　bya，
o　snyam 　du　

’

phen　pa 　sngon 　du　bもang

Ras 　bsam 　gta皿 gnyis　kyi　sgyu 　lus ，

od 　gsal　la　du 　bcug　la　bsgom 　par　bya ，

o ！／bsgoms　pas

snang 　ba
’
gsum 　po　rnam 　par　dag．　pa

，i　’

od 　gsal　rtogs 　pa　la　rgyun 　du　mnyarn 　par　bzhag　pas
sgyu 　ma

，

od 　gs撮 gyi　mes 　dag　par　byas　nas 　sngon 　gyi
，

phen　pas　rgyu 　byas　rjes　su 　dra皿

bas　gsos　btab　／　ting　nge 　
’dzin　gyis　mtshams 　sbyar 　nas 　lugs　ldog　gi　snang 　ba　gsum　ye

shes 　kyi　rlung 　dang　bcas　pa 　las　zung ，dzug　gi　skur 　chu 　Ias　nya 　ldang　gi　tshul　du　bzhengs

par
，

gyur 　ro ！

CMP ，94b2−4 ：   rang 　gi　sems ．　yang 　dag　pa 　ji　lta　ba　bzhin　du　yongS　su 　shes 　par　zhes 　bya

ba   phung 　Po　dang 　khams 　dang　skye 　mched 　mams 　la　yang 　med 　pa ！  ye　shes 　tsam

du　yongs　su 　snang 　ba　tsam 　gyis　mtshan 　thams 　cad 　dang　ldan　pa
，i　lha，i　skur 　gzung　ba　de

yang　sgyu 　ma 　dang ！rmi 　lam　la　sogs 　pa
，i　dpe　rnam 　pa　bcu　gnyis　kyis　nye 　bar　mtshon

pa
，di　ni　sangs 　rgyas 　rnams 　kyi　yid　kyi　rang 　bzhin　gyis　sku 　yin　no ／

CMPT
，
71b1−2： rang 　gi　sems 　ni　rang 　gi　shes 　pa 　ste 　！　don　dang　mthun 　pa　ni　yang 　dag

pa
，

0 ／／ji　lta　ba　bzhin　zhes 　pa　ni　ji　ltar　gnas　pa ，

011de 　yongs 　su 　shes 　pa 　ni 　rnam 　par

ma 　rig　pa　ma 　yin　pa
，

o ／

CMPT ， 71b2： phung 　po　khams　dang　skye 　mched 　mams 　la　yang　med 　pa　ni　rang 　bzhin
stong 　pa 　pyid　kyi　phyir　ro 　／　／　rang 　bzhin　gyis　stong 　pas　ni 　bshig　nas 　stong 　pa 　la　sogs 　pa

bsal　ba　yang 　yin　no ／

CMPT
，　

’
71b2−4：　sems 　tsam 　du　snang 　ba　ni 　dgag　pa 　smos 　pa　ste 　1　ma 　yin　par　dgag　pa

，

。

11sems　de　yang　cir　snang 　zhe 　na ／mtshan 　thams 　cad 　dang　］dan　pa
，i　lha，i　skur 　sn

’
ang

ste 　／　thig　le　la　sogs 　pa
，i　rnarn 　

・pa　las　dran　pa 　tsam 　mam ／rim 　gyis　mtshan 　sum 　cu 　rtsa

gny均 da皿 g　dpe　byad　brgyad　cus 　brgyun　pa
，i　lha，i　skur 　langs　pa　gang　yin　pa　de　la　de

skad 　ces 　bya ’

・ 1
GSTY ， 32b3−4： rim 　pa　gnyis　pa　sh

，

a　kya　bshes　gnyin　gyis　mdzad 　do　1
ナ ーガボーデ ィ の 第三 次第の 幻 身 （PKTM ，117al ）

幻 の十二 の 次第に よ っ て 、生起 し存在す る自性を持 つ もの は 智身 と見做 して 、外に あ る諸々 の

事物も ま た そ れ （智身）の み ば か りで あ る見 るべ きな りとい うこ の こ とが 自加持次第なの で あ

る （sgya 　ma
，i　dpe　bcu　griyis　kyi　rim　pas　bskyed　pa 　yod　kyi　rang 　bzhin　ca 皿 nyid 　ye　shes

kyi　skur 　mthong 　nas 　phYi　rol 　na 　grias　pa
，i　dngos　po　rnams 　la　yang　de　kho　na 　bzhin　du

brta　bar　bya ，

01 ）。

ヴ ィ
ール ヤバ ドラ の第三次第の 幻身 （PKPP ，

174a4−6）

無縁と い うこ とは縁ずる事物 に 明 らか に執着 しない の で ある。それ は 世俗 に お い て 自性 を 欠 い

て い て 、それ は また幻 の 如 くと知 るべ き な りとい う意味で ある。 それ ら事物で い ずれ で

．
あっ て

も根 〔識〕の 認識対象 となるもの は 、 等引で ない 〔後得の 〕状態 に おい て も佛の 自性 と知 る べ
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(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

g'Ztth 6 (dmigs pa med  ces  bya ba ni dmigs pa'i dngos po  la mngon  par zhen･pa  med

pa'o 11 de kun  rdzob  tu rang  gi ngo  bo med  pa  ste  1 de yang  sgyti  ma  lta bu shes  par
bya zhes  bya  ba'i don to 1 1 de dag dngos po gang dang gang  dbang  po'i spyod  yul du

gyur ba de dang de / mnyam  par ma  bzhag pa'i gnas slyabs  na  yang  ! sangs  rgyas  kyi
rang  bzhin du  shes  par bya'o 1)e
PKTM,  117b5: 

'od

 gsal ba ni rgyu  yin te ! de las sku  
'byung

 ba'i phyir  ro  1 1 bdag  byin

gyis brlab pa  ni  
'bras

 bu yin te ! de ni de las 'byung
 ba'i phyir ro  1

PKTM,  120a5-b2: dri za'i  sems  can  zhes  bya ba ni lus kyi za  ma  tog  bor te dbang  po
kun  dang  ldan pas  lus gzhan len par byed pa'o ! f 'dir

 ni sgyu  ma  lta bu'i lus la phung
po'i rnam  par  rtog  pa  mi  dmigs pa'i phyir dri za'i  sems  can  kho  na  yin te 1 dri za'i sems
can  dang  sgyu  ma'j  lus la khyad  par 

'ga'

 yang med  do  !1 ..... ye shes  kyi sku  ,de ni
thams  cad  stong  pa nyid  kyi de kho na  nyid  1as byung  ba yin no  1
SAK,  250b7-251al: 'di

 ni 
'dir

 ijes su  gzhag  pa'i rim  pas  me  long la dbugs kyi rlungs  pa

yal ba ltar sa  bcuii dbang  phyug  sgyu  ma'i  sku  sa  bcu gcig par sgrib  pa  dang  bcas pa'i

grias yongs su  gyur pa'i ngo  bo 
'od

 gsal du zhugs  pa rab  tu bstan to f ....,,gdul bya'i
skye  bo'i bsod  nams  dang  rang  gi $mon  lam gyis 'phen  pas skad  cig  gis bdag  nyid  spros

pa thams  cad  stong  pa  nyid  kyi bdag  nyid  bde ba chen  po'i rang  bzhin thugs  lje chen

po'i ngo  bo nyid  kyis zung  
'jug

 longs sbyod  rdzogs  pa'i sku  rgyun  mi  
'achdp

 sprul  pa sna

tshogs pa rab  
'byams

 rnams  kyis nam  mkha'i  khongs gang bas gzhan gyi don  yang  dag

par bsgrub par 
'byung

 ngo  ! 1
RIGS, 57al-2: de'i tshe 'od

 gsaJ mngon  du  byed  pa  
'chi

 ba'i rim  pa  bzhin du byas pa'i                                                '
mthar  phung  pe rags  pa  rnying  pa'i lus las logs su  bye nas  1 rlung  sems  tsam  las bar do                                                               '
grub pa'i rim  pa  bzhin dll 'od

 gsal gyi mthar  rlung  sems  tsam  las sgyu  ma'i  sku  yang
sgrub  dgos par shes  pa yin te 1
RIGS,  56a5-b3:  bla med  kyi laJn gyis tshe gcig la 

'tshang
 rgya  ba la yang  lus grub  tsarn

nas  mtshan  dpes brgyan pa'i lus "thob  dgos par gsungs pa med  la slob  lam  du  mtshan

dpes brgyan pa'i lusshig ma  thob na'ang  rigs  
'dra'i

 rgyti  med  pas glo bur du gnas gyur
'dod

 pa  min  no  1 1 de phyir  rdzogs  rim  gyi slob  lam gyi skabs  nas  mtshan  dpes brgyan

pa'i lus 
'thob

 dgos la/rmam  smin  gyi lus rags  pa  
'di

 lha'i rnal  
'byor

 bsgoms  pas  mtshan

dpes brgyan pa'i lus su  skyed  pa  yang  min  zhing  1 b$kyed rim  gyi skabs  bzhin du  blos

lha'i skur  bsgoms  pa  rkyang  pa'i lus kyis kyang mi  chog  pas de dag las gzhan pa'i mtshan                                               '
dpes brgyan pa'i lus thob pa'i lha'i rnal  

'byor
 khyad par can  zhig  dgos la 1 de'i nyer  len                         '             '                                                                 '

kyang  rlung  las gzhan  du 'thad
 pa  min  pa'i phyir rlung  las sgyu  ma'i  sku  sgrub  pa]i tshul

nges  par  dgos so  1 !
RIGS,  215a3-5: slob  pa'i zung  

'dzug
 gi sgyu  ma'i  sku  thob  phyin  chad  nas  de'i rigs  

'dra

mi  
'chad

 pas dngos po  la gnas pa  zhes  bya la ! rdo  ejeii sku  zhes  pa'i mtshan  nyid  kyang
tshang  ngo  1 ! rim  pa gsum  pa'i sgyu  lus ni  don  gyi 

'od
 gsal mngon  du  gyur pa na  dag

nas  
'gro

 bas 1 rdo  rje'i sku  zhes  gsungs kyang de'i mtshan  nyid  ma  tshang  bas f snga
ma  ltar mi  gnas pa  la bsams nas  rnal  

'byor
 ba'i bsam  ngo  na  gnas  pa'i ye  shes  kyi sku

zhes  brjod na  
'gal

 ba med  do 1
RJGS,  21la6-b2: O  sems  ji bzhin du shes  pa ni sems  dben  dang  1 @  phung  khams  skye

mched  la med  pa ni 1 $ems  dben  gyi rlung  sems  tsam  ma  gtogs  pa'i lus gzhan las sgyu
ma'i  sgrub  pa med  pa'o  1 1
@  tsam  sda  mas  kttn rtog  dang  1 phyi mas  phung  po  rags  pa  1as sgrub  pa gcod de 1 sems
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(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

dben  gyi ye  shes  tsam  las mtshan  dpe dang ldan pa'i sgyu  ma'i  sku  dpe bcu  gnyis kyis

mtshon  pa sgrub  ces  pa'p 1
RIGS,  25a4 -25b2: 'o

 na-rim  ba gnyis pa sh'a  kya bshes gnyen gyis mdzad  par bshad pa
ji ltar yin  snyam  na  1 ,.,,..stod 

'phags
 pas  mdzad  pa'i 

'phro
 cig  sh'a  kya bshes gnyen  la

gnang  ba byin nas  rtsom  du bcug  pa ¢ ig yin ma  snyam  ste  1
R[[GS, 27a4-5: slob  dpon sh'a  kya bshes grlyen gyis mdzad  pa'la 1 rim  pa gnyis pa'i

gzhung  gi tsku1 ni  bshad zin  la 1 spyod  bsdus kyi 'grel

 pa  sh'a  kya bshes gnyen gyis
mdzad  zer  ba ni slob  dpon de dang ming  mthun  pa tsam  yin na  ni  rung  la / 'phags

 pa'i

slob  ma  sh'a  kya bshes gnyen la gor re na  ni  ye min  par 
'dug

 go !
RIGS, 207a5-207b2:  sgyu  ma'i  sku  bla ma'i  man  ngag  

'ba'
 zhig  las shes  dgos pa'i man

ngag  gi mthar  thug pa  ni 1 rim  Inga dang spyod  bsdus gnyis yin la 1 sras  rnams  kyi

man  ngag  gzhan las kyang cung  zad  
'byung

 ngo  1! de yang  rim  lngar mi  gsal ba spyod

bsdus su  gsal bar ston  pas spyod  bsdus las rtogs  dgos so  1! gzhung  de dag gis ma  zin

pa'i zhib  cha  mang  po  yang yod mod  kyang 1 gtso bap'i don ni de dag nas  zin  pa rnams

yin pas  1 gzhung  gis bstan tshod kyi don legs par  go na1  man  ngag  gi gnad  
'gangs

 che

ba rnams  mi  
'Phyug

 la1de  dag la 'bad
 pa yun  ring  du ma  byas par man  ngag  phra mo

gzhan la 'bad
 na  ni 1 bla ma'i  man  ngag  las shes  dgos par gsungs pa'i man  ngag  gi gnad

kyi phyogs  mthong  yang  
'ong

 snyam  pa  mi  snang  ngo  1
KGG,  3b7-4a2: sku  de rigs  

'dra'i
 rgyu  med  par skye  ba mi  

'thad
 pas 1 rigs  

'dra'i
 rgyu

ji 'dra
 zhig  las sgrab  pa dang  1 lam  de dag sgrub  dgos kyi 1 rgyal  ba'i sku  mtshan  dpes

brgyan pa  
igrub

 paii gzhi  tsam  yang  med  par  1 sems  bde gsal mi  rtog  pa  la gnas  pa  
'di

ka goms  par  byas pas  1 lhan cig  skyes  pa'i ye shes  chos  sku  mngon  du  gyur nas  
'tshang

rgya'o  1 zhes  brdzod kyang  1 mtshan  dpe  dang  longs sprul  sogs  gang  yang  med  pa'i chos

sku  rkyang  pa'i sangs  rgyas  so  skye'i  lus can  khas len dgos mod  kyi 1
CMP,  96a3-5: gang  mdo  sde  la sogs  pa'i tshul la zhugs  pa dang  1 bskyed pa'i rim  pa

la gnas pa'i sgom  pa pe rnams  kyang chos  thams  cad  sgyu  ma  lta bu dang1rini  lam

Ita bu dang  ! gzugs brnyan lta bu  zhes  dper brjod cing  lhag  par mos  kyang / de rnaJns
dpes bdag la byin gyis brlabs pa'i man  ngag  ye shes  tsam  gyis yid kyi rang  bzhin gyi
lha'i sku  rdzogs  par 

'gyur
 ba shes  par ni mi  

'gyur

 ro  1
CMP,  96b8-97a2: rnam  pam shes  pa 

'di
 yang thog mar  

'chi

 ba'i lus kyi rang  bzhin yongs
su  spongs  nas  des byas pa'i gzugs su  gyur pa'o f 1 de ttar byis pa so  so'i skye  bo srid

pa bar ma  pa zhes  bya ba'i 
'khor

 ba'i rgyur  
'gyur

 ro  1 1 de nyid  bla ma  brgyud pq'i rim

gyis de bzhin gshegs pa thams  cad  kyi man  ngag  thob pa rnams  ni bdag  la byin gyis
brlabs pa zhes  bya ba 

'di
 ltar rtsig  pa'i ras  ris me  long gi nang  du nye  bar snang  ba de

bzhin du rdo  tie'i sku'i  ngo  bo nyid  kyis bdag nyid  sprul  te !
rlung  sems  tsam  las byung  ba yi 1 1 sgyu  ma'i  lus ni  snang  bar bcas f
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